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天狗の話――『天狗の内裏』における六道案内
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偶然ではないと思う。さらに、大天狗は、義経の出家の望みを最終的に思い止まら
せる。説話やお伽草子の是害房・太郎坊等の天狗はたいてい失敗するが、この大天
狗は仏教を邪魔することに本当に成功する。このように、『天狗の内裏』を判官物
ではなく、天狗の話と考えると、仏法の威力を確証するストーリーというよりも、
仏法を排除したすばらしい天狗物語ということになる。
　さて、『天狗の内裏』の六道巡りは実際にあったのだろうか。それとも、なかっ
たのだろうか。中世天台の注釈書等では、『華厳経』の「己心の弥陀」や「唯心の
浄土」という観念（つまり、阿弥陀も浄土も人の心にあるということ）が、肯定さ
れると同時に否定されている。天台の不二思想に従えば、浄土は宇宙のかなたの西
方にもあり、この世にもある。阿弥陀は極楽浄土に存在しながら、信者の心と一体
的なものだ。『天狗の内裏』は天台宗の視点から書かれたようではないにしても、
義経の六道巡りをこのように不二的に理解したくなる。つまるところ、この六道巡
りは実際の旅だといっても、心に外ならない旅だとも言えるのではないだろうか。
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